
平成２５年度 最終号 教 育 目 標
平成２６年３月２４日(月)発行 ○ 進 ん で 学 ぶ 子 （知）
深谷市立川本南小学校 ○ 思いやりのある子 （徳）
℡ ５８３－３０１９ ○ 体をきたえる健康な子 （体）

日 曜 ４月行事等（授業日数 １６日 ）
事前の総会準備会を経て、 １ 火

一足早く平成２５年度学校 ２ 水
応援団総会を開催しました。 ３ 木

学校応援コーディネーターや各支援部長 ４ 金 春季休業日
さん等１９名が出席くださり、平成２６ ５ 土
年度へ向けて、貴重なご意見をいただき ６ 日
ました。学校からは、２月の大雪の際に ７ 月
苦労した通学路の除雪や学校環境美化の ８ 火 始業式（８：４０） 入学式（９：３０）
一環として花壇の管理を要望しました。 ９ 水 短縮日課３ 通学班会議
総会終了後は、子供たちとの交流を兼ね １０ 木 給食開始 身体測定（全） 委員会活動
て、１～４年生の教室に分かれていただ １１ 金 視力検査（５．６年）
き、給食試食会を行いました。美味しく １２ 土
楽しい給食は、大好評でした。今後も学 １３ 日

校応援団活動の充実へ向けて、ご支援とご協力をお願いします。 １４ 月 視力検査（３．４年） ぎょう虫検査
１５ 火 クラブ①

□■□ ６年生思い出の１ページの紹介 □■□ １６ 水 視力・聴力検査（５．６年、ことり）
１７ 木 １年給食開始 聴力検査（３．４年） 尿検査（全）

茶道体験 ２／２７ １８ 金 聴力検査（１．２年）
社会科で学習したことの復習を兼ね １９ 土

て体験学習を行いました。指導者に梶 ２０ 日
並先生他２名を迎え、お茶の点て方や ２１ 月 内科検診（４～６年）
作法を教えていただき、実際に自分た ２２ 火 ６年全国学テ 内科検診（１～３年ことり）クラブ②
ちでお茶を点てて、季節のお菓子とと ２３ 水 ５年埼玉県小中学校学習状況調査
もにいただきました。児童の感想を紹 ２４ 木
介します。 ２５ 金 特別日課５ 授業参観 懇談会 ＰＴＡ総会 心電図(１・４年)

２６ 土
★冨田 杏菜 ２７ 日
お茶を点てたり、立ち方などを教え ２８ 月 家庭訪問① 特別日課５

てもらってとても楽しかったです。茶 ２９ 火 昭和の日
道では、一つ一つの動きで、相手への礼儀正しさがわかりました。お茶を ３０ 水 家庭訪問② 特別日課５
点てるということは、相手を立てるということなど、茶道は自分の気持ち
を穏やかにさせるということがわかりました。お茶の点て方や出し方など
たくさんのことがわかりました。

まごころ先生派遣事業 3/6
『こころざし高く、今を熱く生きる』 待ちに待った『６年生を送る会』では、１年生から５年生まで

がお世話になった６年生に、学年の出し物で感謝の気持ちを伝え
「渋沢栄一翁の生き方に学ぶ」という ました。１年生は歌と合奏、２年生は音楽劇、３年生はダンス、
ことで行った６年生の道徳の授業。茶 ４年生は合奏とエールでした。５年生は組体操の練習の様子を劇
道体験でもご指導いただいた梶並 勉 で演じました。どの学年もお世話になった６年生の顔を思い浮か
先生は、栄一翁がパリの万国博覧会に べながら練習してきたせいか、とても素晴らしく感動的でした。
参加するためにフランスに行った時と また、１～５年生の後は６年生が、６年間の学校生活の思い出を
同じ紋付袴姿で登場し、渋沢栄一翁に 劇にして振り返りました。さすが６年生と感心するような演技で、
ついて熱く語ってくださいました。栄 会場から何度も笑いが起きたほどです。そして、頑張ったのは子
一翁の生き方にふれた６年生、郷土の偉人の熱き心を忘れずに、自分の夢 供たちだけではなく先生方
の実現に向けて、一日一日努力していって欲しいと思います。 も頑張りました。出し物は

『ひげダンス』、あれこれ考
心をこめて磨きました 奉仕作業 3/14 えて得意技に挑戦しました。
卒業を目前にひかえた１４日の第６校時に、６年間の感謝の気持ちを アンコールまでもらい、恥

込めて校内を中心にした奉仕作業を行ってくれました。分担した場所のワ ずかしさも出し物が終わる
ックスがけや窓掃除などを一生懸命に磨いてくれました。お蔭様で、見違 頃には気持ちよさに変わっ
えるようにきれいになりました。ありがとうございました。 たほどでした。楽しい時間

はあっという間でしたが、
お互いが感謝の思いに浸る
ことができた貴重な時間に
なりました。

□６年間皆勤表彰 ６年 荒井くるみ 飯野 梨緒
小澤 菜月 小嶋 琉斗

□児童生徒表彰 ６年 北島 里那
□体育優良表彰 ６年 相原 圭吾 冨田 杏菜
□善行賞 ６年 富田 陵太

跳んで! 跳んで! 長縄跳び大会 ２４日（月）は、６年生の卒業証書授与式。２６日（水）は、
１年生から５年生までの修了式。２つの式は、６年生は６年間の

学校閉鎖で延期した長縄跳び大会を２ １～５年生は、それぞれの学年の教育課程を修了したことを認め
月２８日に行いました。円陣を組んで気 る式です。ぜひ一人一人がこれまでを振り返り、「頑張ったことは
合を入れるクラスもあり、緊張感が高ま 何だろう･･･。」とか「できるようになったことは何だろう･･･。」
った体育館。教頭先生の合図でスタート。 と自分の成長を確認するとともに、「もう少し頑張らなければいけ
体育館いっぱいに響き渡る「ハイ、ハイ、 ないことは何だろう･･･。」とこれからの一年にやるべきことをし
ハイ･･･!」の掛け声は、子供たちのパワー っかりと見つめて欲しいと思います。『チーム川本南』の一員とし
を象徴しているかのようでした。得意な て、南小を日本一の学校にするために、勉強や運動、友だちとの
子も苦手な子も、お互いを思いやり、心 関係、当番や係活動など具体的に見つめて欲しいと思います。
を一つにすることで長縄を飛び越えるパ 卒業生の皆さん、南小で学べたことを卒業アルバムと一緒に人
ワーを得ていました。素晴らしい体験と 生の宝物にしてください。これから始まる中学校生活は、楽しい
はこのことかもしれません。お疲れ様でした。 ことばかりではありません。苦しくても困難から逃げず、『夢』に

輝かしい記録 おめでとうございます 向かって前進してください。先生方全員で応援しています。卒業
生の保護者の皆様、ご卒業おめでとうございます。６年間に渡り、

☆学年新記録･･･１年２組<３３５回> 格別なご理解とご協力をいただきましたことに職員一同心より御
☆学年新記録・南小新記録･･･３年１組 <５４１回> 礼申し上げます。今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い
☆学年新記録・南小新記録･･･５年１組 <６０４回> 申し上げます。

南小だより
○み んな仲良く 生き生きと

○な んでも挑戦 学び合い

○み がいて伸びる 南の子


